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📰国際センター通信とは? 
土木学会の国際活動や技術交流に関する情報を集め、国内外の読者の皆さまにお届けしています。 

・国際センターおよび海外支部（英国、韓国、台湾、トルコほか全 9 分会）の最新の取り組み 

・ACECC（アジア土木学協会連合協議会）の活動状況 

・31 の調査研究委員会による国際的な技術交流 

・国内外で活躍する技術者・研究者の紹介 

・注目のプロジェクトや最先端の土木技術のご紹介 など 

 

「今」の土木界を、わかりやすく・楽しくお伝えしていきます。 

ぜひ皆さまからのご感想やリクエストもお寄せください! 
 
📌今号（No.150）の注目記事 
1) 情報 WG の今後の展望 

2) 第 2 回 土木技術のグローバル化セミナー開催報告 

3) 留学生向け企業説明会開催報告 

 

⚠ 前号の掲載内容に関するお詫びとご案内  

前号にて「若手の意欲向上のための経験者及び学生への意識調査報告」の結果を今号にて公表すると 

お伝えいたしましたが、諸事情により学会誌への掲載へと変更させていただきました。何卒ご了承ください。 
 
📘 学会誌のご購読・お申し込みはこちら 

■  学会誌の定期購読や会員特典の詳細は、土木学会入会案内 をご覧ください。 

■  入会して毎月学会誌を受け取る方は、入会専用ページ（WEB 申込） からお手続きいただけます。 
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巻頭言 

「情報 WG の今後の展望」 

 
橋本 勝文 

(情報 WG リーダー/北海道大学) 

 

土木学会国際センター情報グループは、国際セン

ター通信の発行、学会誌への情報掲載（国際セン

ターだより）、ホームページや SNS を通じた広範な発

信を軸として、土木学会の国際活動を国内外に伝え

る役割を担ってきた。特に、国際センターおよび海外

支部（英国、韓国、台湾、トルコほか全 9 分会）、

アジア土木学協会連合協議会（ACECC）をはじめ

とする国際組織、各調査研究委員会、海外で活躍

する技術者・研究者、国際的なプロジェクトや先端 

技術に関する情報を継続的に収集・発信してきた 

ことは、学会内外の関係者をつなぐ基盤として大きな

意義を有している。 

今後は、これまで蓄積してきた情報発信機能を発

展させ、工学および学術分野、産官学の場において

多様化する活動の分断された情報の集約と共有にと

どまらず、土木分野の国際的な知の循環を促進する

プラットフォームとしての機能を強化していくことが重要

である。 

上述のこれまでの経緯とこれからの期待に対して、

以下の三点の情報のコアバリューに着眼した国際セン

ターの役割を明瞭にしながら、機能を活性化する必

要がある。 

第一に(アクセス性)、国内外の会員が必要とする

情報をより的確に届けるため、学生・実務者・研究

者、あるいは、産・官・学など、対象ごとに関心および

必要な情報を情報の発信者および受信者の属性に

応じたアクセスしやすい質と内容で提供する。 

第二に(グローバル性)、土木技術や研究成果を国

際社会へ効果的に伝える必要がある。特に、防災・

減災、維持管理、人材育成など、日本が先導する分

野においては、国際的な課題解決に資する知見とし

て積極的に取り扱う。 

第三に(オープン性)、記事投稿や意見募集、海

外分会・若手会員との連携を通じて、多分野・多領

域の会員が参加する仕組みを整備する。さらに、過

去の記事や活動記録への検索性を高めることで、国

際活動の知的資産を次世代に継承することも重要で

ある。 

以上を踏まえ、情報グループの今後の展望は、国

際活動を「記録して、伝える」だけの段階から、我が国

の土木工学に関わる全ての人々と活動が持つ価値を

「繋ぎ、広げ、生み出す」段階へ移行することにある。

土木学会が有する多様な国際ネットワークと専門知

を可視化し、国内外の技術者・研究者・学生が相互

に共有・共創する場を形成する。これにより、情報グ

ループが土木学会の国際化を支える中核的な機能

を一層強化して、社会に有益な価値を提供する役

割に対する期待に応えなければならない。 

 

 

コアバリュー 














